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道立江差高等看護学院 

学院生活・ハラスメントに関する学生アンケート 

結果（第３回） 
 

 実施時期  令和４年１２月１２日（月）～１６日（金） 

 対   象  全学生 

 回答方法  申請フォームにより各自スマートフォンで回答（無記名）  

 

１  回答率（目標：１００％）  

月  ５月  ７月 12 月  

回答数 ２９人（７８％）  ２９人（７８％）  ３１人（８４％）  

 

２  学院生活の満足度（目標：楽しい・まあまあ楽しいが増加）  

月  ５月 ７月  12 月  

【 1】学院生活が充実している  

（楽しい・まあまあ楽しい）  

１９人 

（ 65％） 

２１人  

（ 72％）  

２２人 

(71％ ) 

 

３  自己肯定感（目標：ポジティブな回答が増加）  

月  ５月 ７月  12 月  

【 2】自分自身に満足しているか  

（そう思う、どちらかと言えばそう思う）  

１４ 

（ 48％） 

１９  

（ 66％）  

２１ 

（ 68％） 

【 3】自分が役に立たないと感じるか  

（どちらかと言えばそう思わない、そう思わない）  

１３ 

（ 45％） 

１６  

（ 55％）  

２０ 

（ 65％） 

【 4】今の自分が好きか  

（そう思う、どちらかと言えばそう思う）  

１２ 

（ 41％） 

１８  

（ 62％）  

２０ 

（ 65％） 

 

４  ハラスメント（目標：すべて「ない」）  

月  ５月 ７月  12 月  

【 5】言葉の暴力と言えるようなひどい非難叱責を受けた  ない ない  ない 

【 6】事実無根のうわさを流された  ない ない  ない  

【 7】私生活に干渉するようなことを言われたりされた  たまにある１ ない  ない  

【 8】教育・研究とは関係ないと思われる私的な用件を命

じられた 

ない ない  ない  

【 9】非常識な時間に実験や研究を命じられたり呼び出さ

れたりした 

ない ない  ない  

【 10】学業・研究・業務等を妨害するような言動を受けた  ない ない  ない  

【 11】学業・研究・業務等に関して自分だけ不当

な扱いを受けた  

ない ない  ない  

【 12】容姿・年齢・交友関係等に関して、執拗に

聞かれたり、話題にされたりした  

ない たまにある１ ない  

 

５  ハラスメント相談員の周知（目標：「知っている」が１００％）  

月  ５月 ７月 12 月  

【 17】ハラスメント相談員を知っ

ている 

２１人 

（７２％） 

２４人 

（８３％） 

３１ 

（ 100％） 
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６  自由記載  

【要望】  

区分 意見 回答等  

（１）学院生  

 活 

・実習期間に授業の課題を出すの

をやめてほしい。  

・課題を提示する場合は、実習等を

考慮して提出期限を定めていま

す。 

・それでも物理的に困難な場合は

教員にご相談ください。  

 ・テスト 1 週間に詰め込みすぎてい

て体調や時間的にしんどいです  

・試験勉強がしやすい（記憶が新

鮮）よう各単元が終了する都度、

試験を設定しています。  

・１日の試験が複数科目とならな

いよう調整していますが、時期

によっては同じ週に試験が集中

する場合もあります。  

・教育課程で単元の進度を確認し、

計画的に予習・復習する習慣を

身につけてください。  

 ・無理に他学年と交流させようと

しないでほしい (三送会で必ず動

画を作るなど ) 

・学生数が少なくディスカッショ

ンが深まらなかったり学習効果

が高まらない場合があり、それ

を補うために学年合同で学習す

ることがあります（今年度は国

家試験ガイダンスで試行）。  

・三送会の主催は自治会なので、企

画内容等は自治会役員に要望し

てください。  

 ・ zoom の授業は寮で行いたい  ・感染症拡大時等、接触を避ける必

要がある場合は自宅等でのオン

ライン受講とします。  

・講師都合等によるオンライン講

義は感染症対応とは異なります

ので、原則、教室での受講として

います。  

（２）教員の

こと 

・外部講師の先生に講義中、生徒全

員が脅されたと感じる様な発言

があった。  

・外部講師の先生がとても高圧的

です。言葉遣いが悪い人がいて怖

いです。  

・外部講師の先生で、テストのこと

などで脅されました。出来ない人

は、テスト落とすなとど言われま

した。  

・学院として必要な対応をとりた

いので、「科目・講師名・具体的

な状況」を教えてください。  

・言いにくい場合は「目安箱」に投

函してください（匿名可）。  

（３）実習の

こと 

・実習の際の移動が両親に負担が

かかっているためバスなどを借

りて欲しい。  

・実習地への移動には公共交通機

関を利用してください。  

・公共交通機関での移動に係る必

要経費は募集要項や入学時ガイ

ダンス等でお示ししているとお
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区分 意見 回答等  

りです。  

・今後、実習の移動負担等を軽減で

きるよう必要な検討を行ってま

いります。  

（４）寮のこ

と  

・寮生の車を許可するような動き

がありますが、今工事をしていて

業者の車が止まっているため駐

車スペースが少なくなってます。

許可を出すのならきちんとスペ

ースを確保してからお願いしま

す。 

・学生間の公平性を考え、全員分の

スペースの確保が前提と考えて

います。現時点では、それが困難

なため、駐車場貸出は行わない

方向です。  

 

【学院の良いところ】  

意見 

・遊ぶところがないので勉強に集中できる。  

・夕日と朝日が綺麗です。  

・学費が安い  

・先生が優しいです。  

・生徒と教員が関われるイベントを開いてくれるところ  

・パワハラのことで色々ありましたが、今は先生方も変わってとても勉強しやすい環境

です！学院では BBQ など行事もたくさんあるので勉強や実習の息抜きになります！  

・学費が安いところ  

・寮がある、学費が安い、寮と学校が近い、寮も学校もきれいな環境、勉強に集中でき

自然豊か  

・学費が安い、先生達の雰囲気が明るく面白い人が多いため学院生活が楽しい、学院内

が比較的綺麗  

 


